
平成 28 年度藤沢市テニス協会総会議事録 

 

1 開催日時 2016 年 2 月 27 日（土）17 時 30 分～18 時 30 分 

 

2 開催場所 藤沢市民会館 3 階第 3 会議室 

 

3 配付資料 平成 28 年度定時総会資料 

 

4 総会成立確認（指簱副理事長） 

  代表者総数 56 名のうち、出席者 10 名、委任状 25 名 合計 35 名で会則の規定に

より総会成立要件を満たしたことを報告。（総会成立後、2 名出席） 

 

5 会長挨拶（広瀬会長） 

  『会長就任から 3 年経過し、開かれた協会運営に努めてまいりました。また、ジュ

ニア・シニア事業の充実を目指してまいりました。 

  昨年の 7 月に開催された都市対抗全国大会で 2 位となり、11 月に市長から表彰を

受け、さらに 2 月に開催されたスポーツ人の集いで優秀団体賞を受賞したことを報告

します。』 

 

6 議事 

  会則の規定により、会長が議長の任にあたることを確認。 

 

① 1 号議案 平成 27 年度事業報告 

イ 各種大会について、八尾競技部会長より資料のとおり報告。 

ロ 各種行事について、小池行事部会長より資料のとおり報告。 

ハ 各種教室について、平野指導部会長より資料のとおり報告。 

ニ 総務関係について、指簱総務部会長より資料のとおり報告。 

  ＜質疑＞ 

   質：前年の総会にて質問した子どもに指導する親に対する教え方の指導について。 

   答：競技部における事業が過密となっており、現在全体の事業を見直ししている

中で引き続き検討してまいりたい。  

  

  ― 拍手により承認 ― 

 

② 2 号議案 平成 27 年度決算報告 

イ 指簱総務部会長より、資料のとおり報告。 



ロ 渡辺監事より、次のとおり監査報告あり。 

   『収入・支出・特別会計について、大変良く整理されており、適正であることを

報告します。』 

  ＜質疑＞ 

   なし 

 

  ― 拍手により承認 ― 

 

③ 3 号議案  平成 28 年度事業予定について 

小池行事部会長より、資料のとおり報告あり。 

  ＜質疑＞ 

   なし 

 

  ―拍手にて承認― 

 

④ 4 号議案 平成 28 年度予算案について 

指簱総務部会長より、資料のとおり説明あり。 

  ＜質疑＞ 

   質：特別会計におけるシニア・ジュニア基金が増える一方だが予定はないのか。 

   答：キッズキャラバンは年 2 回開催しているが、指導部会にて協議中である。シ

ニア・ジュニア基金取扱規程の趣旨にのっとって進めていきたい。 

 

   質：特別会計のシニア・ジュニア基金への繰り入れの原資は何か。 

   答：テニス教室からの剰余金を見込んでいる。 

 

   質：会議費を 5 万円増額で見込んでいるが妥当なのか。 

   答：本協会 40 周年記念行事に向けて平成 28 年度に会議を設けるが、この額で

収まると見込んでいる。 

 

  ―拍手にて承認― 

 

⑤ 5 号議案 本協会会則の一部改正について 

   指簱総務部会長より、資料のとおり説明あり。 

  ＜質疑＞ 

   質：代表と理事を兼ねている団体は代理を立てられないということか。 

   答：ご質問のとおり。ただし、団体の変更届により理事を変更することで対応で



きると考える。  

 

   質：代表及び理事が指名した人が出席できるようにできないか。 

   答：本年度第 1 回の理事会でも承認されておりこの案でいきたい。 

 

   質：本日の総会も出席者が少ない。出席者を増やせるようにしていけばよいので

は。 

   答：今年度の今後の会議の参加状況を見て検討していきたい。  

 

  ―拍手にて承認― 

 

⑥ 6 号議案 本協会個人情報の取扱いに関する基本方針について 

   指簱総務部会長より、資料のとおり説明あり。 

  ＜質疑＞ 

   質：会員個人情報の第三者への情報提供についての規定について。 

   答： これはあくまで基本方針である。情報提供については本人に確認の上とな

るが、細則が必要になれば作成していく。 

 

  ―拍手にて承認― 

 

 すべての議事終了。議長が解任された。 

 

7 閉会 

  最後全体的に意見があれば。 

   質：県立体育センターが改修されるが、テニスコートは砂入り人工芝となるのか。

なるようなら協会主催大会で利用できるようにして欲しい。  

   答：8 面砂入り人工芝になる予定。総務部会で優先確保できるのか情報収集をし

ていきたい。  

 

 

  指簱副理事長より、以上で閉会とします。 

 

以 上 


